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基本様式４ 

 

指定管理施設の管理運営評価票（評価対象年度：令和６年度） 

 

施設所管部署 生きがい・交流部 文化振興課 

評価対象期間 令和６年４月１日 ～ 令和７年３月 31日 

評価対象年度指定管理料 ２６６，５２４，０００円 

 

１．施設の概要等 

施設の概要 

名称 焼津市焼津文化会館 

所在地 焼津市三ケ名１５５０番地 

設置目的 地域文化の振興を図ることを目的とする 

設備の概要 

（施設面積）１１，６８９㎡ 

（施設内容）大ホール、小ホール、リハーサル室、会議室、 

      練習室、和室（茶室含む）、展示室 

 

２．指定管理者の概要等 

指定管理者 
名称 公益財団法人 焼津市振興公社 代表者 理事長 𠮷永律子 

所在地 焼津市三ケ名１５５０番地 

指定管理業務の内容 

○使用の許可及び施設の供用に関する業務 

○使用料の収受に関する業務 

○施設及び付属設備の維持及び管理に関する業務 

〇文化催事事業の企画・実施に関する業務 

〇その他市長が必要と認める業務 

指定期間 令和６年４月１日 ～ 令和 11年３月 31日 

 

３．指定管理者業務運営項目評価 

評価項目 指定管理者 市 

自己評価 評価の理由 評価 評価の理由 

１．施設体制に関する

評価 
Ｂ 

協定書等に準拠した実

施体制を整えており、利用

者からの料金収受、管理記

録、緊急時対応、法令順守

などの各項目について問

題なく遂行している。ま

た、継続して公益法人コン

サルタント、社会保険労務

士より適切な指導を受け

ている。 

 また利用者の利便性向

上及び現金管理軽減のた

め、入場料はキャッシュレ

ス対応として PayPay によ

Ｂ 

外部コンサルタントや社

会保険労務士等の専門家か

ら適切な指導を受けながら

協定書に準じた体制を整え

ており、連絡調整や緊急対

応についても適正に行われ

ている。 

 PayPay による決済は、職

員の現金管理に要する労力

の軽減と、利用者の利便性

向上に繋がっている。今後

は PayPay以外のキャッシュ

レス決済の導入を検討し

て、更なる利便性の向上に
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る支払いも可能としてい

る。 

文化センター全体の消

防訓練を年２回実施する

等、毎年決められた訓練に

加えて、テーマを決め特別

な取り組みを盛り込む形

で訓練を行っている。令和

６年度は、より実践的・実

用的な避難訓練とするた

め、各々の役割を入れ替え

臨機応変な対応が身につ

くよう避難・消火訓練を実

施した。 

 

努めていただきたい。 

消防訓練については形骸化

を防ぐため、定例の訓練に

加えて、新規の訓練を盛り

込むなど緊張感を保つ工夫

がされており、職員の防災

意識の向上に繋がってい

る。 

２．サービス内容や水

準に関する評価 
Ｂ 

令和６年度の利用者数

は 166,115 人となり、コロ

ナ期からの回復傾向を維

持している。 

当初54本の事業計画に

対し54本(うち１本中止)

の受託事業を開催した。文

化センター４館と協力し

た事業はもちろん、市民や

市内企業とのタイアップ

やＳＮＳでの発信強化に

より芸術文化を通して焼

津市の魅力を発信した。ま

た９事業９公演が完売に

なるなど前年度に引き続

き多くの集客となった。 

施設全体の利用につい

ても、大きな苦情や事故も

なく、利用者アンケートで

も92％の高評価を得てい

る。 

 

Ｂ 

魅力的な事業企画及び市

民が利用しやすい施設環境

の提供により、利用者数も

コロナ期から復調傾向にあ

る。 

幅広い分野の事業を精力

的に開催し、市民の芸術文

化の振興に寄与している。 

施設利用者アンケート及び

事業アンケートともに高評

価を得ており、良好な水準

を保っている。 

３．収支等の評価 Ｂ 

予算の執行は、公社会計

規程に基づき執行してい

る。会計システムを導入

し、会計事務所の指導のも

と適正に処理している。 

受託事業収支について、

令和６年度は「人件費・物

価の急激な高騰」により支

出予算が大幅に不足した。

しかし、幅広い世代のお客

様のニーズに応える受託

事業の計画を基本とし、タ

ーゲット毎の周知方法を

考慮し様々な PR を実施し

たことから、集客およびチ

ケット代等の収入が好調

に推移した。 

Ｂ 

 予算の執行については、

独自に会計システムを導入

しており、会計事務所の指

導の下、適切に処理されて

いる。 

 昨今の社会情勢の煽りを

受け、予算に不足が生じた

が、不足分を事業収入で補

うなど、指定管理者による

努力が伺える。 
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その結果、不足した支出

予算を収益で補填した上

で、指定管理料 12,000 千

円を返還することができ

た。 

経営状況分析において

は、自己資本比率・流動比

率等も安定しており、それ

ぞれの指標で営利を目的

としない公益財団法人と

して普通以上から理想と

する数字を維持している。 

 

総合評価 Ｂ 

焼津文化会館及び焼津

市文化センターの指定管

理者として協定書等を順

守し、適正な管理に努め

た。 

施設の利用者数は回復

傾向を維持し、公演の入場

者数は増加し計画通り実

施することができた。 

収支については、チケッ

ト代等の収入が大幅に増

加したため、人件費や委託

費が増加したが、結果焼津

市へ受託事業に関する不

用額を含む指定管理料

12,000 千円を返還するこ

とができた。 

また経営分析指標も公

益財団法人として理想と

する数字をほぼ維持して

いる。 

 

Ｂ 

文化センターの安全管理

について徹底し、大きな事

故等無く安全な管理運営が

出来ている。 

施設利用者が安心して利

用が出来るように配慮して

おり、常にサービスの向上

を心掛けている。 

市民の芸術文化の振興を

図るための事業を開催し、

良質な催事と文化活動の場

の提供がなされている。 

公益財団法人として収支

の均衡が図られるように工

夫した自主事業が開催され

ており、リスク回避に努め、

経費の縮減努力を図り、よ

り一層の経営状況の安定を

図っている。 

このことから、全般的な運

営について評価できる点が

多く、一定の基準を満たし

ている管理内容であると考

えられる。 

 

【評価区分】 

評価基準：Ａ（優 良）協定書、仕様書等を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。 

Ｂ（良 好）協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。 

Ｃ（課題含）協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。 

Ｄ（要改善）協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。 

 

 


